
異常な行動が記録されている事例の概要く年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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155  B」）7013305  男性  12歳  不明  異常行動   回復  インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル服用開始。異常行動（走り回る、  

顔つきがおかしい等）が発現。その後、異常行動は回復。   

156  B－0701337ヰ  女性  12歳  75mg  異常行動   回復  夕方、B型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。何も  
幻覚   不明  持っていないのに1つ持っていると貫い、外に出ようとするので、父親が側につ  
妄想   不明  き、外に出ようとするのを制止した。未明に落ちつく。   

157  B－07013380  男性  12歳  150mg  鎮咳配合剤（1）   落ち着きのなさ  回復 －  インフルエンザA型治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。服用後、突然  
プロピオン酸フルチカゾン  2階階段を走り降りる。  
ベシル酸ベポタステン  夕方、本剤服用後、やはり不随状態となり、家族が制止する。   
小甘竜湯  
麻香甘石湯  

158  B－07013382  男性  12歳  150mg  アセトアミノフェン   異常行動   回復  インフルエンザA型の診断にて、リン酸オセルタミビル処方。昼、夕、本剤服用。  
乳酸リンゲル液（マルトース  2回目服用4時間後、40．ZOcの発熱、脱水に対して、アセトアミノフェン服用。輸  
加）  液点滴静注開始。その後、睡眠。点滴終了し、按針した所、走り出した。  

服用2日目、異常行動回復。   

159  8－07013388  男性  12歳  75mg   クラリスロマイシン   異常行動   回復  39℃の発熱あり、インフルエンザB型の判定のもと、夕方、リン酸オセルタミビル  
アセトアミノフェン  服用。未明、もうろう状態発現。急に起きて、ベットの上で飛びはねて2階から下  

に階段を駆け降りて、下で尿、便を失禁した。   

160  B－03000982  男性  13歳  150mg   クラリスロマイシン   異常行動   回復  B型インフルエンザの治療のためリン酸オセルタミビル及び他の併用薬服用開  

臭化水素酸デキストロメトル  始。服用2日目の16時畢常行動発現（突然2階から降りてくる、ウサギ跳びをす  
フアン  る、異常な発音）、家族がなだめ就眠。20←21時異常行動（ベッドから飛び降り  
カルポシステイン  る、異常な発音あり）。引ヨ日朝全て薬剤中止。異常行動発現5日後に回復。   
リン酸コデイン  
酸化マグネシウム  

181  BtO3001038  女性  13歳  150mg   塩酸チアラミド   幻覚   回復  インフルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル150mg／日他を処方。夕方、  
リン観ジヒドロコデイン  了5mgを服用。翌日、390cの熱が下降すると同時に走り始め悪から飛び降りよう  
塩酸メチルエフェドリン  としたり、奇声を発した。翌日も同様の状態が続いた。2日後には症状はなくな  
マレイン酸クロルフェニラミン  り、投与開始5日目の朝の服用で本剤の投与終了。   
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異常な行動が記録されている事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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16Z  B－03009902  男性  13歳  150mg   dトーマレイン酸クロルフェニラ  回復  インフルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル150mg／日他を処方。同日夜、  

75mgを服用し、その2時間半後、家の中を走り回ったり、意味不明の奇声など  ン  

カンゾウ抽出物・メタケイ酸ア   異常行動出現。40分後、受診したが、受診時の意矧ま正常、槍妄状態時の記  
ルミン酸マグネシウム  憶なし。点滴し1時間ほどで帰宅。翌日もリン酸オセルタミビル150mg／日を服用  
ヒベンズ酸チベピジン  （併用薬も継続）。異南所見なく、6日間服用し終了。   
塩化リゾチーム  
ブロチン  
キヨウニン水  
阜シロップ  
トローチ〔複合〕  
ポピドンヨード  
アセトアミノフェン  

163  B－05001832  男性  13歳  150汀唱  精神障害   回復  インフルエンザ診断を行った結果、A型インフルエンザと診断。治療目的にリン  
酸オセルタミビルを投与ら16時頃本剤1回目服用。23時頃2回目服用。その3時  
間半過ぎに自宅の2階から飛び降りた。その際体温は380c。翌日朝、受診。   

164  B－06022963  男性  13歳  150mg  アセトアミノフェン   幻覚   回徒  B型インフルエンザの確定診断により、リン酸オセルタミビルを午前中帰宅後と  
異常行動   回復  夕食後に内服後、夜間睡眠中に、自分の身に家人より危害を加えられると思い  

込み、家を飛び出し知人宅を廻る。7時間後、幻覚、異常行動回復。   

165  B－06025315  男性  13歳  75mg   プロピオン酸フルチカゾン  異常行動   軽快  発熱を伴うインフルエンザB型で本剤、カロナールを処方。  
塩酸プロカテロール  その夜、本剤服用後就寝し、夜中に異常音動発現叫びながらベランダに向かっ  

て歩き出す）。  
再度受診し、服用を中止。  
その後、異常行動なし。   

166  B－060264ZO  男性  13歳  150mg  異常行動   回復  1回目服用約2．5時間後、異常な発音（「大きい石がのっている」）あり。2回目  
服用4時間後、起きてきて数回叫び、後退りし、手を取るがテーブルの上に乗  
り、その後、走り回り、母親が、押さえ込む。体温を測ろうとするが、体が硬直  
し、脇が占められない状態であった。また室内犬をけった為、犬をゲージに入れ  
るが、朝起きてなぜ犬が、ゲージの中に居るのか判らない状態であった。   
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異常な行動が記録されている事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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167  B－（】7000083  男性  13歳  150mg  異常行動   不明  ワクチン接種あり。インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル75mg、1日  

2回処方。  
2階の溶から飛び下りようとしたが、家族が止めた為、手放にはならなかった。  
異常行動があったため、当院にて診療。  
治癒後も目が覚めると歩きまわる様になった。   

168  B－07000066  男性  13歳  75mg   クラリスロマイシン   精神症状   回復  インフルエンザ抗原A型陽性のため、リン酸オセルタミビル処方。38～390c台の  
プランルカスト水和物  発熱が続いていた。  
カルポシステイン  夕方、本剤服用。夕食後自重で寝ていたところ、急に起き上がり、意味不明の  
ヒベンズ酸チベビジン  発情あり、悪から外へ出ようとするため、母親が馬乗りになっておさえた。5～10  
アセトアミノフェン  分権で興奮状態がさめた．。その後、同様の症状は出なかった。発熱による症状  

かと思いすぐには連絡しなかった。本剤服用中止。   

169  B－07000077  男性  13歳  150mg  フェンジゾ酸クロベラステン  異常行動   回復  8型インフルエンザと診断され、リン酸オセルタミビル処方。2回目服用後、突然  
塩酸アンプロキソール  起きて外出する。家族が気づいて追いかけて連れ戻す。  
イブプロフ土ン  受け答えははっきりせず、自分のした行動も理解し七いなかった。連れ果した  

後、すぐに就寝。本剤服用中止。その後異常行動はなく、意弛もすぐ正常に  
戻った。   

170  B－07000130  男性  13歳  150mg  ロキソプロフェンナトリウム  異常行動   回復  体温：39．30c。インフルエンザB型治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。  
ヒベンズ酸チベビジン  賞酸後「暑い」と青い「ベランダに行き、涼みたい」とベランダに向かつて飛びだ  
塩酸セチリジン  しそうになり家族が制止。10分後に異常行動回復。夜、臥床中、「ゲームの中の  

ように堆かが追いかけてくるので逃げなくては」と言ってふとんをかぶるといった  
幻視の疑いが発現。10分後に幻視回復。以降、本剤を続けて服用したが、特に  
異欄行動は見られなかった。   

171  B－07000272  男性  13歳  60mg   塩酸エフラジノン   異常行動   回復  インフルエンザB型と診断され、リン酸オセルタミビル処方。服用し、就寝。服用  
カルポシステイン  2時間半後、急に体をおこし、2階の悪から飛び降りようとしたため、家人がとり  
塩酸シプロへブタジン  おさえ、ことなきを特た。すぐにおさまり、1障へ移動して就寝した。服用4時間半  

後、再び急に起き上がり、今度は1階の悪から飛び出した。その時、外で隣人が  
水まきをしており、その場で我にかえり、ことなきを得た。服用中止後、異常行  
動なし。軽快。   

172  8－07000412  男性  13歳  138mg   塩酸チアラミド   落ち肴きのなさ  回復  インフルエンザB型の治療のため、リン酸オセルタミビル処方。  
服用2日目、午前中に2階から転落。頭蓋内血腫と診断。入院治療し、約1週間  
で退院。異常行動回復。  
（平成18年7月の事例）   
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異常な行動が記録されている事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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173  ロー07001355  男性  13歳  150mg  プラノブロブェン   
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幻覚   回復  数日前から咽頭痛あり、朝から38．30cの発熱を訴え受診。B型インフルエンザ陽  
臭化水素酸デキストロメトル  異常行動   回復  性のため、リン酸オセルタミビル処方。本剤2回服用4時間後に就寝。翌日未  
フアン   鴇妄   回復  明、両親の寝室にばたばたと入ってきて、「死ぬとこだった」とおぴえた表情をし  
ドンペリドン  たので、両親は寝かせつけた。その朝、息児を観察すると、擦り傷、両下肢の  
フマル酸クレマスチン  付書物、両足底の汚れあり。書冊をきくと、何かに追いかけられるような怖い夢  

を見ていたような恐ろしい思いをした後、自分が窓枠にぶら下がり、両足をコン  
クリート壁の突き出し部分に乗せているのに気づき、よじ登って部屋に入ったと  
のこと。部屋を確放すると、窓が開いている、足跡がついている等の形跡あり。   

174  B－07001668  男性  13歳  150mg  アセトアミノフェン   幻覚   回復  発熱39．10c。検査にてインフルエンザB型陽性のため、リン酸オセルタミビル5日  
リン酸ジメモルファン   異常行動   回復  分処方。同日昼、夜と本剤2回服用。  

翌日未明、就寝していた患者が急に起きあがり、部屋をかけ回る、たんすを開  
ける、友達がいると青い、友達の名を大声で叫ぶなどの行動をとる。家族が気  
づきおさえる。数分で落ち着いた。39．90cと高熱。同日朝、意胱清明であるが、  
異常行動時の記憶はなし。本剤服用中止。その後、異常なし。   

1了5  B」）了002055  男性  13歳  不明  異常行動   回復  シーズン前にインフルエンザ予防接種2回施行。  
気分が悪いと訴えあり。体温38．40c。インフルエンザ検査陰性であったが、イン  
フルエンザの可能性高いからと、リン酸オセルタミビル処方。服用3～4時間後  
の早朝、r友達がベランダから落ちた」と発音。問いかけに答えられず。そのま  
ま睡眠した。同日夕方、ウーと声が聞こえたので、急いで行ったら、自分の預を  
殴っていた。その後「人を殺した」と発音。本剤中止。暫くして意軌育明となる。  
翌日未明、気分が悪いと訴え、リビングを駆けずり回り、「亨Eにたい」と連呼。救  
急事要柵。救急隊到オ時、ぽ一つとしている感じではあったが、名前は言えた。  
入院後、補液。その間異常行動なし。意識清明。顔には自分でひっかいた、  
ひつかき傷目立つ。唇もかんでいるようで、出血あり。本剤内服せず様子見とし  
た。翌日、解熱し、異常行動もみられず退院。  
2週間の間隋をあけて測定したが、インフルエンザに対する抗体価の上昇なし。   
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異常な行動が記録されている事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  

ン′′ノ；、   
¢を亨＝；  ‡廟如蕃寮二  

176  B－07002997  女性  13歳  150mg   ドンペリドン  大発作痩攣   回復  3年前、A型インフルエンザにでノン故オセルタミビルの服用歴あり。副作用な  
酪酸薗製剤  し。  
d－マレイン酸クロルフェニラ  38．50c。B型インフルエンザの診断にて、リン酸オセルタミビル処方。帰宅後、本  
ミン  剤服用。この時体温40℃。昼、異常なし。夜、2隙から1階に下りようとして「こわ  

い、こわい」とさけび出し、両手を広げ／くン／くン壁をたたき、その後、けいれんを  
1分間起こした。5分後、全階ができるようになったが、「こわい、こわい」と言って  
いた。けいれん時：35．5℃と解熱。本剤、夜は睡眠中であったため、服用せず。  
投与開始2日目、朝、本剤服用中止するも、夜は服用。  
投与開始3日目、朝、夕本剤服用。   

177  B－07004039  男性  13歳  150mg  フマル酸クレマスチン   諭妄   回復  B型インフルエンザ発症し、リン酸オセルタミビル服用開始。  
ヒベンズ酸チベビジン  投与開始2日目、朝、之階で寝ていたが、急に起きてきて階段（屋内）の途中から  
アセトアミノフェン  飛び降り、部屋の障子を倒して外へ出て行こうとした。家族が制止し、30分後、  

我にかえった。39℃台の発熱あり。患者によると、悪い夢を見て、何かに追いか  
けられていたような気がしたそうであるが、階段を飛び降りたり障子を倒したりし  
たこと等は何も覚えていなかった。   

178  B－07013251  不明  13歳  不明  異常行動   回復  インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル服用開始。2回目服用の4時間半  
後、裸になって外に飛び出す。本剤中止。服用2日目、異常行動は回復。   

179  B－07013256  男性  13歳  42mg   アセトアミノフェン   幻覚   回復  Å型インフルエンザ（体温は390c）に対して、リン酸オセルタミビル服用開始。本  
アモキシシリン  剤服用後に、幻覚（異常行動）が発現。  
ツロブテロール  服用2日目、幻覚く異常行動）は回徒。   

180  B－05002487  男性  14歳  75mg  意推変容状態  死亡  発熱、咽頒痛、関節偏にて受診。A型インフルエンザと診断。治療目的にリン酸  
オセルタミビル投与。本剤服用2時間後、9階自宅より転落。出血性ショックによ  
り死亡。主治医によると転落したときの状況は維も見ていないため意識障害、  
精神障書があったかは不明。   

181  B－05017753  女性  14歳  150mg   クラリスロマイシン   檎妄（せん妄）  回復  咳、咽諷痛、関節痛、発熱あり解熱剤使用するも改善されず受診。インフルエン  
ヒベンズ酸チベビジン  ザ予防目的にて本剤投与。本剤投与2日後、朝より被青妄想、異常行動、せん  
非ピリン系感冒剤（4）  妄発現。落ち書きがなく、家中うろうろしていた。本剤投与中止3日後、精神的に  
アセトアミノフェン  落ち甘き、平常の状態に戻る。   
アズレンスルホン酸ナトリウ  
ム・炭酸水素ナトリウム  
塩化デカリニウム  
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異常な行動が記録されている事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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182  B－05022381  男性  14歳  75mg   ドンペリドン   錯乱状態   回復  発熱（38℃）、咳、鼻症状にて本剤処方。服用後、錯乱、不穏発現（異常な発音  

シプロフェリン・ジヒドロコテイ  落ち着きのなさ  とともに、窓に向かって走り出す（マンションの9階））。  
ン配合剤  ガラスは、鍵をかけており事故にならなかったが、両親でおさえなければならな  
アルジオキサ  いほどの力で暴れた。 
塩酸エビナステン  服用中止し、錯乱、不穏回復。   
レポフロキサシン  

維持液（3）  

メトクロブラミド  

183  B－05024748  男性  14歳  75mg   アセトアミノフ土ン   異常行動   回復  A型インフルエンザで発熱（38．50c）が見られ、リン酸オセルタミピルを夕方に服  
用した。服用開始した日の夜に2階より飛び降りる異常行動が発現。飛び降り  
から約2時間半後に病院へ搬送された時には異常行動は回復していた。右踵  
骨骨折、左第5指中足骨骨折、両足部外俄性皮膚欠損。飛び降りから約4時間  
後に頚部CTを実施し、明らかな浮腫や脳症を疑う所見を認めなかった。   

184  B－05024963  男性  14歳  75nlg   アセトアミノフェン   意織変容状態  回復  A型インフルエンザ発症のため夕方リン酸オセルタミビル服用開始く390c）。服  
臭化水素酸デキストロメトル  異常行動   回徒  用後意織儒者（少し変なことを音う）発萌するもすぐに治まった。嘔気もあり。翌  
フアン   悪心  朝本剤服用後、約4時間後に異常行動（服を脱いで家の外へ飛び出す）発現し  
d－マレイン酸クロルフェニラミ  行動障害（いっもできることができない等）が少し続いた。患者が落ち軌、た  
ン  後、総合病院を受診し血液検査と脳MRl撮影実施。3日後、落ち着いており、12  

日後、検査結果に異常なし、精神神種痘状もなし。   

185  B－05025213  女性  14歳  150mg   クラリスロマイシン   異常行動   回復  発熱が見られた3日後よりA型インフルエンザのためリン酸オセルタミビル服用  

塩酸チアラミド  開始（39．50c）。初回服用1．5時間後にトイレでいきんだ後30秒ほど白目をむいた  
非ピリン系感冒剤  感じになった。2回目服用2．5時間後に異常行働（突然起きあがり意味不明な発  
リン酸ベンプロペリン  首）発現のため救急受軌受診時の受け答えは正常。翌日インフルエンザ軽快  
アセトアミノフェン  し精神状態等も正常。   

186  B－05025476  男性  14歳  150mg  痘攣   乗回復  インフルエンザウイルスは陰性だったが、家族に陽性の患者がいたため本剤投  
意椎変容状態  乗回復  与開始。異常行動、意織陣育、痙攣発現。（担当医の協力が得られず詳細は不  
異常行動   乗回復  明）   

187  B－05025583  男性  14歳  150mg   アセトアミノフェン   異常行動   軽快  A型インフルエンザにてリン酸オセルタミビル服用開始（38．5qC）。午前中1回目  
臭化水素酸デキストロメトル  服用後寝ていたが突然異常行動（階段を駆け下り、学校へ行くといい力／くンを  
フアン  背負って外へ飛び出そうとする）発現し、しばらくの後症状軽快。その後も本剤  
シヤゼンソウエキス  を処方通り服用するが異常行動発現せず。   

リン酸オセルタミビル  33／52   



異常な行動が記録されている事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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188  B－05025723  男性  14歳  150mg  健忘   琉ゝ・ご′，．・澤腎鍔  ・．言‡＝．ヤヱ：ざ． 

激越   回復  で動き回り、家族が抱きかかえた。典書、錯乱状態発現。2時間毎に興奮状偲  
異常行動   回復  が出現。その後寝入って落ち着き興奮、歯乱状態、健忘症回徒。翌日解熱し本  
錯乱状態   回復  剤中止。（約1ケ月前インウルエンザが強く疑われたためアマンタジン投与。その  

隙は高熱く39．1℃）だったが、興奮状態等の訴えはなかった。）   

189  BtO6024434  女性  14歳  75mg   イブプロフェン   転倒   死亡  発熱（38．Z℃）、咳、■水、喉の痛みあり、インフルエンザ8と診断され、リン酸オ  
非ピリン系感冒剤（4）  セルタミビルを服用。服用から2時間後自宅マンションから転落し、心肺停止状  
アズレンスルホン酸ナトリウ  態。病院に搬送後に死亡確懐。   
ム・L－グルタミン  

190  B－06024795  男性  14歳  150mg   アセトアミノフェン   異常行動   死亡  インフルエンザA型にて本剤を服用するが、異常行動発現なし。約1年後、発熱  
転倒   死亡  く38・90c）、咽頂痛、インフルエンザB型陽性で本郡を処九  

朝、夕服用し、その夜に自宅マンションから飛び降り死亡。   

191  B－06025008  男性  14歳  75mg   フェンジゾ酸クロベラステン  異常行動   回復  発熱（39．80c）あり、インフルエンザ∧型と診断され、リン酸オセルタミビル処方。  
カルポシステイン  本剤服用3時間半後、異常行動（走り回ったり、階段の手すりに足をかけたりす  

る琴）が10分穏出現。異常行動回礼   

192  B－06025885  男性  14歳  75mg  異常行動   回復  発熱（38，50c）暮症状であったため、確定診断後本剤を投与。 
その夜、異常行動（トイレに行こうと立ち上がったが倒れた。トイレに付き添って  
いくもトイレの中、壁に向かつて排尿し、ふらふら歩き出し、台所の床に倒れ込  
む）発現。  
母親、心配になり、救急依頼。体温（38．20c）。  
入院後、補液管理となり（体温：38．8℃）、その日の夕刻、異常行動国乱   

193  B－06028126  男性  14歳  75mg  異常行動   回復  インフルエンザB型と診断。投与開始3日日未明、突然起床。玄関ドアの前で意  
意識消失   回復  放消失し転倒。意鞭消失は2－3分間。その間けいれんは認めない。後頭部打  

撲。翌日、異常行動、意織消失回徒。再受診時には、患者のその間の妃憶は  
ない。   

19ヰ  B－060之6444  男性  14歳  丁5mg   プロピオン故フルチカゾン  異常行動   回復  リン散オセルタミビル75mg内服2時間後「落ちつかない」「外へ出る」と外へ出よ  

モンテルカストナトリウム うとした。家人が丸付き、手をつかむことにより外出は阻止できた。異常行動発  
マレイン酸フルポキサミン  現。3時間程落ちつかなかったが、ようやく就嬢できた。   
ブロマゼバム  
マレイン酸レポメプロマジン  
カルバマゼピン  

リン酸オセルタミビル  34／52  
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異常な行動が記録されている事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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195  B－07000153  男性  14歳  150mg  エバステン   異常行動   ここ 
プラノブロブェン   意放消失   回復  用後、同日、意識障害発現。翌朝、子ども部屋からのうめき声を母親が聞く。部  
塩酸アンプロキソール  屋に行ってみると当該患者がベットで座位をとり、窓から身を乗り出してうめき  

声を発していた。しばらくして落ち着いたが、その後一人でトイレに行き、排尿を  
している阻＝意地消失。2～3分程度継続。救急車により搬送される。到着時に  
は、意紗は回復。本人にそのときのことを確認すると、苦しい気がしたのでうめ  
き声を発したが悪から身を乗り出していたことには記憶がないとのコメント。   

196  B－07000156  女性  14歳  75mg  異常行動   回復  インフルエンザを発症し、リン斡オセルタミビルを1回のみ服用。投与後2日日  
夜、異常行動（夜中急に走り出して倒れた）発現。   

197  B－0了00016之  女性  14歳  150mg  異常行動   回復  A型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル投与開始。夜、本剤内服  
後、就乳夜中に突然起き上がり、声を出しながら（内容は不明）2階の窓より階  
下へ飛び降りた。直後に両親が庖で患児が腰を打撲して、座っている状態を確  
保。ボーッとしている状態であったが、話しかけには返事をしていたとのこと。翌  
日には意級は全く清明であった。   

198  B－07000206  男性  14歳  75mg   」一塩酸メチルシステイン  異常行動   回復  インフルエンザB型治療のため、リン酸オセルタミビル処方。服用後、寝ていた  
カルポシステイン  ところ突然起き上がり、部屋中を手をゆさぶり歩き回るが、呼びかけには答え  
セフテラムビポキシル  ず。2－3分で落ち着いた。本剤服用中止。翌日、未明に突然起き上がり、上肢  
トラネキサム酸  を1分権バタつかせるが、その後回闇L   
フラノプロフェン  
トロキシピド  
ブドウ糖  
硫酸イセパマイシン  
トラネキサム酸  

199  B－07000215  男性  14歳  75mf   セフポドキシムプロキセテル  異常行動   回復  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル処方。服用後、かなり激しく勤  
塩酸アゼラスチン  き回り、その後就寝。その2時間後突然覚醒し、ニ階へかけ上がる等の異常行  
塩化リゾチーム  動発現。   

200  B－07000218  男性  14歳  75mg   アセトアミノフェン   異常行動   回復  リン醜オセルタミピル服用開始。服用2日目、ズボンを脱いで階段を昇り降りし  
ながら、異常音動発現。当日、夕方に入院するが、症状なく、入院3日後に退  
院。   

リン酸オセルタミビル  35／52   



異常な行動が記録されている事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  

叫‡ミ．ミ  凍卸商軒千  ・、て・′ 正長二：≧  ∵彗  釘I’ミニ、  くt∴こ・‘｛：．、（ふニ王、，・ご†∴㍉ふ丁、′1～：こ：■：（ノ‥′■＝ 、・．＜：－■ト：、㍗畔‥ノハ、′ －よ ≒’’■く量ミ：エた班ぷ；答だ・ユ；■    －】＝＝ lパ｝～く－．ヽ1．！デゝ■▼ 、】、l’；■■＼、シ        幣；†き■チて  ＝鱒軒  ＝ ＝＝ ニ  清華葦朝手車享ギ＝．．＝準翠幣渾審・i・葦    手■・＝‾＝…一 さ：；．！tンンニ三              1－1l一F ■・・－  
201  Bl）7000261  男性  何歳  150mg  アセトアミ／フエン   幻聴   不明  咳・■水あり市販の解熱鎮痛剤を服用。38℃台の発熱がありボーつとしていた  

が意隋正常。恨痛・悪寒があり、受診し、インフルエンザA型陽性と出たため、リ  
ン酸オセルタミビル処方。翌朝、母親が外から呼んでいるというような幻聴があ  
り、自宅玄関（5階）から外へ出ようとしたため制止した。   

202  B－07000283  男性  14歳  75mg  愴妄   回復  発熱錮℃。インフルエンザ8型と診断され、リン酸オセルタミピル投与開始。服  
意識レベルの低  
下   倒。その後2階で寝かせた。床の中で不随動作（手を／くタ／くタさせたり起き上が  

ろうとしたり、物に話すよう様な動作）が貯められたため、両親が体を抑えつけて  
いたら改善した。妃憶は定かではなかったとのこと。症状回復。本剤投与中止。  
翌朝、体温35．8℃に低下し、回復。   

203  B－07000284  男性  14歳  150mg  ヒベンズ酸チベビジン   幻覚   回復  インフルエンザB型と診断され、リン酸オセルタミビル投与開始。異常行動、幻  
カルポシステイン  賞発現。何か幻覚のようなものを見て、外に出ようとした。母親が止めようとした  
塩酸シプロヘブタジン  が、止められず、父親が平手打ちをしたところ正気に戻った。翌日、熟も下が  

り、症状は回復。本剤は継続中。   

204  B－07000306  男性  14歳  75mg  異常行動   回復  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。服用後も高熱（41  
度）が持続。服用10時間後、2聴から階段を勢いよく下りてきて、玄関から飛び  
出し、田んぼの中を走り回り、国道に倒れていたのを通りがかりの車輌に発見  
される。その後、本剤服用中止。アセトアミノフェン服用し、解熱。異常行動回  
復。   

205  B－07002193  女性  14歳  75mg   アセトアミノフエン   異常行動   回復  インフルエンザ8型治療のため、リン敢オセルタミビル服用。服用2時間半後、  
塩化リゾチーム  垂に諷を打ちつけるのを家族が発見。本人は分かっていたが、頸を打ち続ける  
カルポシステイン  ことを止めることができず怖かったとのこと。1回内服のみで中止し、その後、異  
トラネキサム酸  常行動を認めていない。   

206  8－07005083  男性  14歳  75mg   ロキソプロフエンナトリウム  異常行動   軽快．  急性上気道炎、咽頭炎。37．8℃の熟発あるが、インフルエンザ陰性。1週間後、  
テプレノン  39、8℃の熱発。リン酸オセルタミビル、アセトアミノフェン坐剤処方。約1時間半  
塩酸アンプロキソール  後、自宅にて睡眠時にうわごとあり。後、突如起き上がり、部屋を出ていこうとし  
アセトアミノフエン  たところ、家族が制止。落ち着いたが、急に何かにおぴえだす。服用開始から2  

日日、症状は落ち着いていた様子。以後、副作用もなく転帰良好。   

リン酸オセルタミビル  38／52   
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異常な行動が記録されている事例の概要く年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  

稚別番号 

塩酸チアラミド  
テプレノン  
d－マレイン酸クロルフエニラ  

B－07013254  リン敢オセルタミビ  150mg  ル服用開始。深夜、2階で寝てし  ＼たが、駆け降りてきて興奮  
気味に「何か変なものがいる」と訴えた。母親とすぐに2隋へのぽったが、しばら  
くして再び眠った。30分後、興奮・幻覚は回復。  

t I   t  l  l   l  ミン  l  
l   t   

l   

リン酸ペンブロペリン  
アセトアミノフェン  
ホスホマイシンナトリウム  

208  B－07013399  男性  14歳  不明  異常行動   不明  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル服用開軌服用後、ベッドの  
周りを走り回った。   

209  B－03010203  男性  15歳  150mg  妄想   乗回復  インフルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル150mg／日を処方。同日夜、内  
服。翌日昼、解熱したが、異常な発言あり。その翌日、本剤の投与中止。その  
後言動のまとまりがなくなり、統合失調症の発症が疑われた。本剤投与中止12  
日日に、幻覚妄想が活発に認められ、入院。病院内を落ちつきなく緋軌幻覚  
妄想は乗回復。   

210  8－0500柑29  男性  15歳  75mg   アセトアミノフェン   静妄（せん妄）  後遺症  高熱あり、救急外来受診。A型インフルエンザと診断され、治療目的としてリン  
銑咳配合剤   癌攣（癌や）  酸オセルタミビル投与。その後、せん妄・疫学発現。病院に救急搬送され、入院  
カルポシステイン  となる。その後急にベッドから立ち上がり、点滴ラインを引っ張った。翌日早朝、  

意織清明となり覚醒し、鵠痛や麻痔・硬直等の症状緩和。翌日、解熱、異常行  
動なく全身状態改善のため退院となるが、後遺症あり。   

211  B－06024227  男性  15歳  150mg   レ／くミピド   噂眠   回復  A型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル75mg泌回／日を投与。4  
塩酸セチリジン   異常行動  日日にインフルエンザ軽快・回乱6日日の10回目投与後、学校で授業中突然  
アセトアミノフェン  歌を歌う。目線が定まらず早退。帰宅後も嗜眠傾向。採血、検尿、脳CT異常な  
塩酸ホミノベン  し．脳MRI、脳波は興奮のため最後まで撮れないが、撮れた釧ま異常なし。15  

日日では異常行臥噂眠傾向は未回復。21日目以降の時点で父母から見て  
正常に戻ったと評価している。   

Z12  B－06024378  男性  15歳  150mg   非ピリン系感冒剤（4）   異常行動   軽快  インフルエンザと診断。体温3gOc。リン酸オセルタミビル2回目服用後、3時間  
テリスロマイシン   自殺企図   軽快  後に悪夢を見て暴れた。その6時間後、再度暴れ、包丁の刃を自分に向けてい  
塩酸アンプロキソール  た。2時間後、自殺未遂及び異常行動は軽快。   
ヒベンズ酸チベビジン  
テプレノン  

リン酸オセルタミビル  37／52   



異常な行動が記録されている事例の概要く年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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213  B－06026296  女性  15歳  150mg  塩酸セフカベンピポキシル  発疹   不明  インフルエンザと診断し、リン酸オセルタミビル150mg／日投与開始。翌日夜にな  

ビロミド酸  り排梱■手の震えが15分続き、その後眠った。その翌日起きてからはそのような  
ことは無かった。また、夜から発疹が発症。   

214  B－07000065  女性  15歳  150mg  臭化水素酸デキストロメトル  異常行動   回復  発熱380c、咳あり。インフルエンザ8型治療のため、夕食後にリン酸セルタミビ  
フアン  ル75mg服用。  
カルポシステイン  深夜、眠っていたが、突然起き上がって、部屋中を走り出したため、家族が制止  
塩化デカリニウム  した。目つきも怪しかった。異常行動発現。  
アセトアミノフエン  異常行動回復。本剤服用中止。   

215  8－07000078  男性  15歳  75mg   フマル酸エメダステン   異常行動   回復  リン酸オセルタミビル服用開始。異常行動、幻覚廃現。トイレに行くといって玄  
カルポシステイン   幻覚   回復  関の方へ歩いていくが家族によって制止され、その後眠った。  
塩酸エプラジノン  翌朝、服用後、トイレで母親が死んだというようなことを大声で叫び、讃をうち倒  

れたとこのこと。  
翌々日、熱が引かないためセフトリアキソンナトリウム処方。全身状態は悪くな  
いとのこと。   

216  8－07000108  女性  15歳  75mg   非ピリン系感冒剤（4）   異常行動   回復  インフルエンザAに対して、リン酸オセルタミビル服用開始。服用6時間後（1：30  
頃）、2階から突然飛び降りた。飛び降りた瞬間に意織が戻った。  
本人の申告では、ガラス窓と雨戸をあけて、戸外にとびおりたその瞬間に気づ  
いたとのこと。  
服用8時間後（3：30頃）、家族が外に転落しているのを発見。翌朝、救急で搬送。  
CT、レントゲン異常みられず帰宅。   

217  B一っ7000259  男性  15歳  75mg  異常行動   回復  B型インフルエンザと診断。夜、リン酸オセルタミビル服用後、就寝。翌朝、膿牌  
として起床、室内を彿絢し、突然、自宅2階ベランダの柵を越え飛び降りようとし  
た為、母親が制止した。  
その後、意匝回復したが異常行動の記憶はほとんど無い。   

218  B－07001356  男性  15歳  75mg   アセトアミノフェン   異常行動   回復  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル投与開始。服用3日目、服用  
後に患者が異常に本剤を欲しがり、母親の首を絞めるなどの異常行動あり。翌  
日、異常行動回復。   
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異常な行動が記録されている事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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Z19  B－07001670  女性  15歳  75mg   アセトアミノフエン   大発作疫学   ・：二：ノン、                回復  3臥20cの発熱を主訴に初診。インフルエンザB型の診断にて、リン観オセルタミ  

ビル処方。同日夜、風呂場に行き、浴槽で頭を打ちつける異常行動を発現。出  
血（少土）あり。失禁あり。意識清明まで5、6分。その後、強直発作10秒認める。  
発熱は一度370c台に戻るが、再び380c台に上昇。その後、洗寝。深夜、トイレ  
に行ったときに脱力し、意恥肖失。約1分後に回復したが、その後10分程度  
ポーつとした状態であった。その後、通常に戻り就寝。徐々に平熱となった。   

Z20  8－05021030  男性  16歳  了5mg   非ピt」ン系感冒剤（4）   激越   回復  インフルエンザA診断後リン酸オセルタミビル投与開始。翌日輿書状態で自宅  
セラベブターゼ  を飛び出していくが、しばらくして帰宅（本人は覚えている。）。その後解熱興  
アセトアミノフエン  奮（異常行動）回復。   
イブプロフェン  

221  B－06025041  男性  16歳  150mg  異常行動   軽快  インフルエンザA型と診断され、リン酸オセルタミビル処方。投与開始3日後、平  
傾眠   軽快  熟。異常行動（いきなり立ち上がり、ボーとしているなど）、悪名誰障害（傾眠）、意  
失見当抽   軽快  恥障害（失見当柑）発現。経過観察の為、入院。  

投与終了4日後、症状改善し、退院。  
退院4日後まで、見当穐障害あり。  
翌日、異常行動、意碑障害（傾眠）、意柑障害（失見当糎）軽快。   

222  B－06025191  男性  18歳  150mg  諦妄   回復  過去に本剤内服あるが、その時副作用なし。  
高熱く390c）が出たため、姉に処方されていた本剤を服用し、受診。  
その後、せん妄状態発現（約30分間持続）。  
あばれだすようになったが、自室に入った。せん妄状態で発熱（390c）が続いて  
おり、落ち着いた頃に本剤を追加服用。  
慮に倒れていたところを家族が発見、中2階から転落した様子だが、本人記憶  
なし。せん妄状態回復。  
翌日、来院、高熱（38．90c）継続。   

223  B－06025425  男性  16歳  75mg   クラリスロマイシン   意識変容状態  回復  発熱（37．20c）、頭痛、咳、井症状、関節痛、倦怠感があり、確定診断後、夕方  
塩化リゾチーム  本剤を服用。  
塩酸アンプロキソール  夜間帯、ポーつとした感じでベランダに出て行き失踪。  
アセトアミノフェン  本人が素足のまま帰宅する。本人は、この間の記憶が全くない。   
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異常な行動が記録されている事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  

一定  適捌顛穀    棄軒    いぺ豆亘：  ：て；J、：   
224  BtO7000240  男性  16歳  150mg  ／くルプロ酸ナトリウム   異常行動   回復  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。服用3日目、暴れ  

酢酸デスモプレシン  だし、階段から飛び降りようとするが、母親がせき止める。同日、本剤服用終  
了。服用終了3日目、異常行動回復。   

225  B－07003912  男性  16歳●  150mg   葛根湯   異常行動   回復  インフルエンザA型の診断にて、リン酸オセルタミピル処方。夕方より、本剤服  
アセトアミノフエン  用開始。発熱もおさまっていないのに、とにかく走りたくてしかたがない気分とな  

り、家を飛び出して20分確度ランニングして帰宅。止めることのできない行動で  
あった。  
投与開始4日目、熟も下がり、明らかなインフルエンザ症状は改善したにもかか  
わらず、食欲は極めてあるのに約10日間学校に行くことができない、凍ていなく  
てはならないしんどさが続いた。  

投与開始5日目、朝、本剤服用後、服用終7。  
投与中止7日後、しんどさは回復。   

226  B－07005448  男性  18歳  75mg   アセトアミノフエン   異常行動   回復  夕方、咄Ocの発熱あり。インフルエンザB型の診断にて、リン酸オセルタミピル  
テオフイリン  処方。夕方より服用開始。  

未明、急に起き上がり、靴も履かず寝間着のまま外へ飛び出す。近くのコンビ  
ニへ行くも10分位で帰宅。その後再び就寝。服用2日目、起鱒。390c台の発熱  
持続。昨夜外出したことは断片的に記憶あり。   

227  B－04007197  男性  17歳  75mg   アセトアミノフェン   幻覚   不明  インフルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル75mg及びアセトアミノフェンを  
下肢骨折  処方。同日夕方、自宅2階より飛び降り両下肢骨折し、入院こ主治医によると本  

剤を服用していない可能性もあるとのこと。   

228  B－04008399  男性  17歳  75mg   塩酸アマンタジン   異常行動   死亡  塩酸アマンタジン他を処方。翌日、インフルエンザA型と診断、塩酸アマンタジン  
アモキシシリン  を中止し、リン酸オセルタミビル75mgを処方（併用薬は継続）。昼食後内服し、  
セラペブターゼ  約2時間後、突然素足で飛び出し、1m以上のコンクリート塀を跳び越え線路を横  
塩酸アンプロキソール  断し、ガードレールも越えトラックにはねられた。胸部外傷によるショック死。主  
耐性乳酸菌製剤（3）  治医によると、平成14年2月に本剤を5日間投与しているが異常なかったとのこ  
ソファルコン  と。   

229  B－05021111  男性  17歳  150mg  アセトアミノフェン   妄想（妄想）   回復  インフルエンザA治療のためリン酸オセルタミビル投与開始。その夜、家人を見  
非ピリン系感冒剤（4）  て怖い怖いとベランダから逃げるような行動をとる。妄想発現。救急外来受診。  
塩酸エプラジノン  翌日回杜。   
アズレンスルホン酸ナトリウ  
ム・」－グルタミン  
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